
 全国で、テレワーク・デイズ2019を上回る約3,000団体以上の
参加を目標とする。

※テレワーク・デイズ2019参加数：2,887団体、約68万人

 都内の企業等については従業員の1割のテレワーク等の実施、
都心の大企業等にはそれ以上の大規模実施を呼びかけるとともに、
都外又は中小規模の団体若しくは官公庁などを含め、様々な業
種・規模・地域の団体の参加を促す。

 国家公務員によるテレワークも引き続き積極的に取り組んでいく。
※テレワーク・デイズ2019参加人数：延べ35,138名（26の本府省等）

「テレワーク・デイズ2020」の実施について

○ テレワークを活用した働き方改革の全国展開及び東京2020大会の交通混雑緩和にも

資するよう、全国で集中的にテレワーク実施を行う国民運動

○ 下記期間を「テレワーク・デイズ2020」 の実施期間と設定
2020年7月20日（月）～9月6日（日）

○ 都内企業は、ＴＤＭ（※）期間と併せ、以下の期間を集中実施期間とする

・オリンピック競技大会期間：7月24日（金）～8月9日（日）

・パラリンピック競技大会期間：8月25日（火）～9月6日（日）
※TDM：Transportation Demand 

Management（交通需要マネジメント）

（参考）TDMの目標
【2020大会時見通し】 鉄道：観客利用と道路からの転換により、利用者が約1割増加
【TDMの目標】 鉄道：現在と同程度のサービスレベルを目指す

テレワーク・デイズ2020
7/20(月)～9/6(日)

オリンピック競技大会
7/24(金)～8/9(日)

都内企業集中実施期間①

都内企業集中実施期間②

パラリンピック競技大会
8/25(火)～9/6(日)
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（参考）テレワーク・デイズ2019 23区への通勤者減少量

○ 東京23区全体で通勤者が1日あたり約26.8万人（減少率－9.2%）減少、週間
平均では134.1万人（減少率－9.2％）となった。
○ 区別では千代田区、港区、新宿区、中央区など都心部で減少量が多い。
○ 一昨年のデイズ2018同期間での比較でも減少。

勤務地 期間外 期間中 減少量 減少率
千代田区 1,817,024 1,680,278 -136,746 -7.5%
港区 1,786,483 1,660,517 -125,966 -7.1%
新宿区 1,215,667 1,098,452 -117,215 -9.6%
中央区 1,380,570 1,277,165 -103,405 -7.5%
品川区 809,723 729,191 -80,532 -9.9%
大田区 733,192 653,188 -80,004 -10.9%
世田谷区 489,559 410,099 -79,460 -16.2%
豊島区 528,188 467,631 -60,557 -11.5%
練馬区 391,729 338,319 -53,411 -13.6%
渋谷区 773,214 720,521 -52,692 -6.8%
江東区 914,165 862,661 -51,505 -5.6%
文京区 398,190 351,308 -46,882 -11.8%
杉並区 274,494 229,711 -44,784 -16.3%
板橋区 382,726 339,669 -43,057 -11.3%
足立区 421,777 380,479 -41,298 -9.8%
北区 259,668 221,725 -37,943 -14.6%
墨田区 340,783 307,819 -32,964 -9.7%
中野区 282,121 250,443 -31,678 -11.2%
葛飾区 252,054 221,129 -30,925 -12.3%
江戸川区 374,026 343,153 -30,873 -8.3%
台東区 457,553 431,674 -25,879 -5.7%
目黒区 193,745 174,534 -19,211 -9.9%
荒川区 133,913 119,152 -14,761 -11.0%

東京23区合計 14,610,566 13,268,818 -1,341,748 -9.2%

■ 期間中の通勤者週間平均減少量
（東京23区)

減少量：多

減少量：少

■勤務地別通勤者減少量ヒートマップ
（東京23区）

・通勤者：自宅から500m以上離れた
勤務地（東京23区内）に
訪れた20歳から64歳

・期間外：テレワーク・デイズ期間外
（2019/7/01～7/05、7/08～
7/12)の通勤者数

・期間中：テレワーク・デイズ期間中
(2019/7/22～7/26、7/29～
8/02、8/19～8/23、8/26～
8/30)の通勤者数)

・減少量：期間外から期間中への通勤者
減少量

・減少率：期間外から期間中への通勤者
減少率

■テレワーク・デイズ2018との減少量・率比較（23区内の通勤者）
期間外 期間中 減少量 減少率

2018年
（7/23～27） 13,890,637 13,482,395 -408,242 -2.9％

2019年
（7/22～26） 14,610,566 13,375,115 -1,235,451 -8.5％

約83万人減
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